
国際地域学部
UNP Level

平均値

卒業生の50％以
上がUNP Level

B1.3以上
（TOEIC730点

以上に相当）

人間生活学部
UNP Level

平均値

卒業生の50％以
上がUNP Level

A2.3以上
（TOEIC500点

以上に相当）

国際経済学部
UNP Level

平均値

卒業生の25％以
上がUNP Level

B1.3以上
（TOEIC730点

以上に相当）

管理栄養士の合格率 平均値 97.5%

社会福祉士の合格率 平均値 85%

国際地域学部国際地域学
科　志願者数/募集定員

平均値 7.5倍

人間生活学部子ども学科
志願者数/募集定員

平均値 5.７倍

人間生活学部健康栄養学
科　志願者数/募集定員

平均値 5.2倍

国際経済学部国際経済学
科　志願者数/募集定員

平均値 7.1倍 6.9倍

【入学定員増分を反映】
第３期数値指標策定時の計算式にてR7
～の定員を90人から100人に修正し
再計算。
R3：7.5倍、R4：7.4倍、R5：7.2
倍、R6：7.1倍、R7：6.3倍、R8：
6.2倍

【吉澤委員】
受験者数
R3 90×7.5=675
R6 90×7.1=639
R7 100×6.3=630
R8 100×6.2=620
と毎年減少の目標。受験者総数の減少
を見込んだものでしょうか

目標値については、令和2年度に第3期
中期計画を策定した際の計算式に当て
はめて算出しており、18歳人口の減少
率予測が計算式に反映されています。

4 授業内容満足度
5段階評価の上位2位／
回答数

平均値 85%

5 離学した学生の割合 退学者数／在学者数 平均値 1%未満

6
教員の学生サポート満足度（学
習、進学）

5段階評価の上位2位／
回答数

平均値 80%

7 就職希望者の就職率 就職者数／就職希望者数 平均値 100%

150人
（R3～R4）

200人
（R5～R8）

9 卒業生の就職・進学満足度
5段階評価の上位2位／
回答数

平均値 90%

受入者数／年
平均値（コ
ロナ以降

R4～R8）
26人

派遣者数／年
平均値（コ
ロナ以降

R4～R8）
117人 118人

【入学定員増分を反映】
第３期数値指標策定時の計算式（国際
経済学部入学定員と国際地域学部入学
定員の比率で算出）を活用。
R3～R6　117人
R7～R8　120人
{117人*1.03(①国際経済学部100人
+②国際地域学部180人/①90人+②
180人)}

【吉澤委員】
定員　２７０→280
１１７人×増加率1.0370=121.3人

比率だけみれば実質目標の引き下げと
見られませんか

平成26年の第2期中期目標・計画を定
める際に設定され、中期計画の評価に
おいて適用され続けてきた算定式に
基づき算出しています。

国際地域学研究科
入学者数／入学定員

期間中の最
高値

100%
（計画期間中）

健康栄養学研究科
入学者数／入学定員

期間中の最
高値

100%
（計画期間中）

最終評価の
方法

(旧)第３期
目標値

(新)第３期
目標値

補足 見直しの考え方

○新潟県立大学第３期中期計画の変更（案）に対する委員意見と回答

教
育

1
卒業時の英語能力（世界的に認
められた標準的な能力評価テス
トを活用）

2
国家資格の取得率
（管理栄養士、社会福祉士等）

3 志願倍率

8 新卒者の県内就職数

11 大学院の定員充足率

大学回答委員意見指標項目 考え方

県内就職者数／年 平均値

10
留学生の受入・派遣数

（参考：学生に占める外国人留学生の割合）

183人

資料３
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最終評価の
方法

(旧)第３期
目標値

(新)第３期
目標値

補足 見直しの考え方 大学回答委員意見指標項目 考え方

12 受託・共同研究件数 契約件数／年 平均値 17件

研究所増の際
は18番を新
設することで
対応

17件

【教員増分を反映】
・R7採用２人(予定)、R8採用２人(予
定)
・研究所教員増による数値指標変更時
の教員数88人
R3～R6　17件
R7　17件
{17件*1.02(90人/88人)}
R8　17件
{17件*1.04(92人/88人)｝

13
科学研究費補助金の出願件数・
比率

出願件数・比率／年 平均値 40%

論文数／年 平均値 162編

R3～R4
154編

R5～R8
166編

163編

【教員増分を反映】
R3～R4　154編
R5～R6　166編
R7　169編
{166編*1.02(90人/88人)}
R8　172編
{166編*1.04(92人/88人)}

【吉澤委員】
R8　166×(92/88)=173.54

10と同様

査読付き論文数／年 平均値 90編

R3～R4
86編

R5～R8
92編

90編

【教員増分を反映】
R3～R4　86編
R5～R6　92編
R7　93編
{92編*1.02(90人/88人)}
R8　95編
{92編*1.04(92人/88人)}

【吉澤委員】
R7 92×(90/8８）=94.09
R8 92×(92/88)=96.18

10と同様

英語論文数／年 平均値 57編

R3～R4
55編

R5～R8
59編

58編

【教員増分を反映】
R3～R4　55編
R5～R6　59編
R7　60編
{59編*1.02(90人/88人)}
R8　61編
{59編*1.04(92人/88人)}

15 学会報告件数 報告件数／年 平均値 162件

R3～R4
154件

R5～R8
166件

163件

【教員増分を反映】
R3～R4　154件
R5～R6　166件
R7　169件
{166件*1.02(90人/88人)}
R8　172件
{166件*1.04(92人/88人)}

【吉澤委員】
R7　166×(90/88)=169.77
R8　166×(92/88)=173.54

10と同様

16
著書・美術作品・音楽活動等の
発表数

発表数／年 平均値 66件

R3～R4
63件

R5～R8
68件

66件

【教員増分を反映】
R3～R4　63件
R5～R6　68件
R7　69件
{68件*1.02(90人/88人)}
R8　70件
{68件*1.04(92人/88人)}

【吉澤委員】
R8　68×(92/88)=71.09

10と同様

17 論文の引用件数等
一人当たりのGoogle
Scholar検索ヒット数／
年

平均値 14件

18
北東アジア研究所（大学共同利
用研究施設）における共同研究
件数

研究件数／年
平均値

(R5～R8)
３件

19
北東アジアに関する国際研究集
会等の開催件数

開催件数／年
平均値

(R5～R8)
６件

研
究

14
論文数（査読の有無で区分及び
英語論文数）
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最終評価の
方法

(旧)第３期
目標値

(新)第３期
目標値

補足 見直しの考え方 大学回答委員意見指標項目 考え方

20 卒業生を採用した企業の満足度
5段階評価の上位2位／
回答数

平均値 80%

150人
（R3～R4）

200人
（R5～R8）

【赤松委員】
教員の数で計算しているということ
は、教員一人当たりの公開講座のノル
マがあるということでしょうか？
公開講座の数が増えれば、聴講者数も
増えるように思いますが、回数を増や
すのは、事務的負担も増えそうな気も
するので、１回の人数を増やすという
戦略も必要に思います。

教員一人当たりのノルマはございませ
ん。国際経済学部開設に伴う第２期中
期計画変更時に法人評価委員より教員
増員を反映すべきとの意見がなされた
こと、研究所開設に伴う第３期中期計
画変更時に教員増分の割合により目標
値を設定したことから、今回も教員増
分を反映した目標値といたしました。
ご指摘いただきました公開講座１回あ
たりの聴講者数の増加も含め、今後も
目標値の達成に向けて取り組んでまい
ります。

【吉澤委員】
R7　1,458×(90/88)=1,491.13
R8　1,458×(92/88)=1,524.27

10と同様

教員参画数／年 平均値 45人

R3～R4
43人

R5～R8
46人

45人

【教員増分を反映】
R3～R4　43人
R5～R6　46人
R7　46人
{46人*1.02(90人/88人)}
R8　47人
{46人*1.04（92人/88人)}

【吉澤委員】
R7　46×(90/88)=47.04
R8　46×(92/88)=48.09

10と同様

セミナー開催数/年
平均値

(R5～R8)
6件

相談件数/年
平均値

(R5～R8)
12件

24 受託・共同研究件数（再掲） 契約件数／年 平均値 17件

研究所増の際
は18番を新
設することで
対応

17件 12再掲

25
国・地方自治体の審議会等の委
員委嘱数

委嘱数／年 平均値 94件

R3～R4
90件

R5～R8
97件

95件

【教員増分を反映】
R3～R4　90件
R5～R6　97件
R7　98件
{97件*1.02(90人/88人)}
R8　100件
{97件*1.04(92人/88人)}

【吉澤委員】
R7　97×(90/88)=99.20
R8　97×(92/88)=101.40

10と同様

26
大学・教員がマスメディアに取
り上げられた件数

新聞等の掲載数／年 平均値 145件

R3～R4
125件

R5～R8
156件

147件

【教員増分を反映】
R3～R4　125件
R5～R6　156件
R7　159件
{156件*1.02(90人/88人)}
R8　162件
{156件*1.04(92人/88人)}

【吉澤委員】
R8　156×(92/88)=163.09

10と同様

国際地域学部
UNP Level

平均値

卒業生の50％以
上がUNP Level

B1.3以上
（TOEIC730点

以上に相当）

人間生活学部
UNP Level

平均値

卒業生の50％以
上がUNP Level

A2.3以上
（TOEIC500点

以上に相当）

国際経済学部
UNP Level

平均値

卒業生の25％以
上がUNP Level

B1.3以上
（TOEIC730点

以上に相当）

受入者数／年
平均値（コ
ロナ以降

R4～R8）
26人

派遣者数／年
平均値（コ
ロナ以降

R4～R8）
117人 118人 10再掲

業
務

運
営

29
事務局の学生サポート満足度
（学生生活、就職）

5段階評価の上位2位／
回答数

平均値 75%

国際地域学部国際地域学
科　志願者数/募集定員

平均値 7.5倍

人間生活学部子ども学科
志願者数/募集定員

平均値 5.７倍

人間生活学部健康栄養学
科　志願者数/募集定員

平均値 5.2倍

国際経済学部国際経済学
科　志願者数/募集定員

平均値 7.１倍 6.9倍 ３再掲

31 科学研究費補助金等の獲得金額 獲得金額／年 平均値 40百万円

R3～R4
38百万円

R5～R8
41百万円

40百万円

【教員増分を反映】
R3～R4　38百万円
R5～R6　41百万円
R7　41百万円
{41百万円*1.02(90人/88人)}
R8　42百万円
{41百万円*1.04(92人/88人)}

【吉澤委員】
R7　41×(90/88)=41.93
R8　41×(92/88)=42.86

10と同様

32 外部研究資金比率
外部研究資金／経常収益
（退職金分を除く）

平均値 3%

33 自己収入比率
自己収入／経常収益（退
職金分を除く）

平均値 55%

34 教育研究費比率
教育研究費／経常収益
（退職金分を除く）

平均値 20%

第3期目標設定の基本的考え方

①第2期目標値未達成→【第2期での目標値を継続】

②第2期目標値達成済→【第2期実績値平均を第3期目標値に設定】

平均値 183人21
新卒者の県内就職数
（再掲）

財
務
内
容

30 志願倍率（再掲）

23
北東アジアに関する自治体・産
業界等への助言等

27
卒業時の英語能力（世界的に認
められた標準的な能力評価テス
トを活用）（再掲）

28

留学生の受入・派遣数
（再掲）

地
域
貢
献
・
国
際
化

22
公開講座などの聴講者数・教員
参画数

（参考：学生に占める外国人留学生の割合）

県内就職者数／年

聴講者数／年 平均値 1,422人

R3～R4
1,350人

R5～R8
1,458人

1,436人

【教員増分を反映】
R3～R4　1,350人
R5～R6　1,458人
R7　1,487人
{1,458人*1.02（90人/88人)}
R8　1,516人
{1,458人*1.04(92人*88人)}
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